


『認知症とは何か』がわかっているからこそおっしゃら
れた言葉だと思います。周りの人や自分自身への偏見を
なくすためにも、学ぶことがたいせつ」と強調します。
「健康が保たれないと、社会的なつながりも維持されな
い。早いうちに、病院に行きましょう。ただ、そうする
とピンピンコロリは保障できません(会場笑)。そこは矛
盾してしまう」。海外のケースにもふれながら、日本の
健康事情を説明。ユーモアも交えた語り口に参加者は引
きこまれていました。
　最後に、矢吹さんは「認知症の方の介護をされていて
感じる不安を、ご近所やご家族に話してもなかなか理解
されにくいと思います。そういう気持ちをぜひわれわれ
専門職に話してください」と結んで、専門職の活用を呼
びかけました。
　このカフェは、認知症について新たな気づきが得ら
れ、ポジティブに捉えるきっかけになるのではないで
しょうか。

　5月12 日に、東北福祉大学ステーションキャンパス3
階ステーションカフェで、認知症カフェ「土曜の音楽カ
フェ♪」が開催されました。同カフェは、吹奏楽の生演
奏を BGM に、お茶やお菓子がふるまわれ、住民同士や
専門職の人といろいろな話をすることができる場です。
合間には講話もあり、認知症について学びを深められま
す。月一回の開催で、認知症の当事者や家族はもちろ
ん、誰もが無料で参加できます。地域団体の方々と専門
職がともにボランティアとして協働で運営しています。
国見地域包括支援センター所長の千葉万里子さんは、
「私たち専門職は、来て下さる方々と会話をしながら、
その方の思いを受け止め、内容によっては相談にも応じ
ています」と話してくれました。参加者は徐々に増 
え、スタッフを含めて 80 人以上が集まることもありま
す。リピーターも多く、「ここに来ることが楽しみ」と
話しているそうです。
　そもそも、認知症カフェは、認知症の当事者とその家
族が悩みごとを相談する場所として全国的に普及しまし
た。土曜の音楽カフェは、オランダのスタイルを取り入
れています。事前申し込みが不要で、誰でも参加でき、
途中に講話を挟むのがその特徴です。毎回ゲストを招
き、ためになるお話を聞くことができます。
　5月12日には、認知症介護研究・研修仙台センター
研修部長の矢吹知之さんが、「やさしくわかる認知症の
最新情報」というテーマで講話を行いました。
　認知症になると、「確かさがなくなる」と感じるそう
です。これは、認知症研究の第一人者で、自らも認知症
になった長谷川和夫さんの言葉です。「自分が本当にこ
れをやったのかな」と常に不安がつきまとうようです。
それでも、「認知症を運命として受け入れる」と長谷川
さんは向き合っています。矢吹さんは、「長谷川先生が
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東北福祉大学ステーションキャンパス
仙台市青葉区国見1丁目19－1(仙山線東北福祉大駅正面) 
7月のカフェは 7月7日(土) 13:30~15:15開催。
「どう気づく?間違えない認知症の兆候」というテーマ
で、エバーグリーン・キタヤマの皆さんの講話も行いま
す。ぜひ お気軽にご参加ください。
(事前申し込み不要。参加費無料)
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もたちをはじめ、地域に住む誰もが気軽に立ち寄れるよ
うな居場所をつくりたいと願って、このお店を始めまし
た。生産者の思い・こだわりを届けたいと、農家にも直
接足を運んでいるそうです。元・同僚でもある近藤南美
さんと一緒にお店を切り盛りしています。まだオープン
して5か月あまりですが、八幡小学校の子どもたちが愛
らしい看板のイラストに惹かれて顔を出したり、病院帰
りの高齢者の方が休憩に利用したりと、既に幅広い世代
から親しまれています。
　ちなみに、「くまと文鳥」の由来をお二人にお伺いし
たところ、「インスピレーションで決めました」とのこ
と。くまと文鳥は森のお友だちで、お店に通っていると
いうコンセプトがあるようです。ほっこりとしてきます
ね。
　今後は、店内でのワークショップやイベントの開催も
視野に入れているそうです。「まずは、気軽に遊びに来
ていただきたいです」と川又さんと近藤さん。皆さん
も、ここで、ゆったりとした心安らぐひとときを共有し
てみませんか。

　くまと文鳥は、今年2月に、八幡町に新しくオープン
したカフェ・レストランです。大崎八幡宮や宮城生協が
並ぶ県道31号線（旧国道48号線）沿いにお店はありま
す。
　看板には、買い物袋を抱えたくまとその肩に乗った文
鳥のかわいらしいイラストが描かれていて、遠くからで
も目を引きます。店内は、ランプのやさしい灯りがとも
り、シンプルなデザインで統一されたイスとテーブル
が、落ち着いて上品な雰囲気を醸しています。
　くまと文鳥のランチは、「市場でつくるランチ」がコ
ンセプト。その日仕入れたばかりの新鮮な野菜をふんだ
んに使ったメニューが楽しめます。お米メインのくまプ
レート(サラダ、スープ、スイーツ付き)(1380円)とマ
フィン/キッシュの文鳥プレート(サラダ、スープ付き)
(980円)の2種類から選べます。約10種類の野菜を使っ
たヘルシーなメニューは、彩りも鮮やかで「インスタ映
え」することでしょう。その季節の旬の食材にこだわ
り、2週間に一回はプレートの内容が変わります。香り
立つ挽きたてのハンドドリップコーヒーもとてもおいし
く、料理に合います。ほかにも、店内では、手づくりの
おはぎやおせんべい、小物入れやハンカチ、コップ、
コースターなどの日用雑貨や衣類なども販売していま
す。
　「時間をかけて、気持ちを込めてていねいに料理をつ
くっています」と話す店主の川又保さん。柔和な笑顔が
印象的な川又さんは、秋田県出身の元保育士です。子ど
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Cafe&marketくまと文鳥
宮城県仙台市青葉区八幡2-2-8 仙台グローバルビル 1F
HP： http://cafe_and_market.くまと文鳥.site
Facebook、インスタグラムもやっています。
開店時間：雑貨／10:00～19:00
            　ランチタイム／11:00～15:00
　　　　　カフェタイム／14:00～17:30(ラストオーダー)
休み：金曜日

まちのお店たんけんまちのお店たんけん

くまと文鳥Cafe&market

ボリュームたっぷりのくまプレート1,380円

　以前お家で工作のコーナでもご紹介し
たクラッシュビー玉を使ったアクセサ
リー作りを行いました。
　今回は3人と少なめの参加者となりまし
たが、携帯ストラップと指輪をつくり、
会話を楽しみながらの作業となりまし
た。後半はコーヒーを飲みながら出来上
がった作品について盛り上がり、「眺め
ているだけでもきれいだわ。」「ダイヤ

の指輪に見えるかしら？」「見せびらか
すようにつけようかしら（笑）」などと
楽しい時間を過ごしました。
　追記・・今回のコーヒータイムには4
ページでご紹介しているロックキャン
デーをマドラーと砂糖の代わりにつけ、
コーヒータイムの彩に一工夫したことで
より楽しんでいただけたように思いま
す。次回の手作りサロンもお楽しみに！

6月7日　クラッシュビー玉づくり6月7日　クラッシュビー玉づくり
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